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地 域 支 援

残暑が厳しい中ですが、本校では先週から2学期がスタートしました。今回は、4月から８月までの地域

支援センター「ゆめここ」の活動状況、「相談支援事業所の役割」等について紹介します。
今後も地域支援センター「ゆめここ」へのご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

８月までに５件の支援会議を実施しまし
た。児童生徒が利用している福祉事業所や
相談支援事業所の方々と連携し、情報の共
有や、学校、福祉などそれぞれができるこ
とを確認し、今後の支援策につなげられる
ようにしました。

支援会議等の実施 相談支援ファイルの活用

成長の記録や支援状況な

どを整理し関係機関につな

ぐための『相談支援ファイ

ル』について、学級懇談や

個別懇談のときに紹介した

り、展示したりして理解啓

発を図りました。

校 内 支 援

相談支援5件、研修支援6件の依頼
があり、出かける支援を実施しました。
出かける支援は、地域の幼稚園や学校
に出かけ、児童生徒の支援について一
緒に考えていく支援です。アイデアを
出し合いながら、支援についてじっく
り考えることができました。

5月と6月に学校見学会を実施し

ました。保護者、福祉事業所、行政

関係者など、合わせて約４０名の方

が参加しました。学校の概要説明や

校舎見学を通して、たむら支援学校

の理解を深めていただく機会となり

ました。

学校見学会の実施 出かける支援の実施

７月２７日（水）、感染症対策を講じ、田村市文化センターにおいて、令和４年度たむら支援学校地
域支援センター特別支援教育研修会を実施しました。文部科学省初等中等教育局視学官の菅野和彦先生
を招いて、「『自立活動の指導と各教科等の授業力向上』～カリキュラム・マネジメントの視点から
～」というテーマでご講演いただきました。小・中学校や高等学校、特別支援学校から多数の方が参加
し、最新の特別支援教育の動向を踏まえながら、自立活動の指導について見識を深め、授業力を向上す
るためのヒントを数多く得ることができた研修会となりました。

地域支援センター特別支援教育研修会の実施



Q：相談支援事業所の役割とは？

○ 子どもや家庭のニーズに合わせて、福祉サービスの内容について紹介し、福祉事業所とつないでくれる。
○ 福祉サービスの利用において、サービス等利用計画を作成する。
○ 家庭や事業所等の要請に応じて支援会議を開き、支援の内容を検討したり共有したりする。
〇 家庭で困っていることなどの相談を受けて、様々な支援策を提案してくれる。

Q：地域にどんな相談支援事業所がありますか？

地域 事業所名 連絡先

田村市

相談支援田村事業所 0247-61-5071

田村地方基幹相談支援センター 0247-61-5056

田村市指定相談支援事業所 0247-68-3777

たむら地方児童発達支援センター 0247-73-8056

三春町
桜相談支援センター 0247-61-5277

三春町障がい者相談支援事業所 0247-62-8586

小野町 小野町指定相談支援事業所 0247-61-6101

二本松市 相談支援事業所菊の里 0243-23-7808

大玉村 あだち地域相談センターあだたら 0243-24-7311

相談支援事業所は、地域で中心となって家庭への支援や福祉サービスの提供、地域での子ど

もの育ちを支えてくれる存在です。相談支援事業所とつながっておくと、何か困ったときにス

ムーズに対応ができます。相談支援事業所とつながりたい場合には、直接ご連絡いただくか、

学校（地域支援センター）が仲介してつなぐこともできます。必要に応じてご活用ください。

放課後等デイサービス
「ウィズ・ユー二本松」
連絡先：0243-24-7401
開所日：月～土曜日

（祝日も利用可） 放課後等デイサービス「みつばち」
（二本松市）
連絡先：0243-24-1831
開所日：月～土曜日

多機能型事業所になりました

多機能型事業所「ぷえんて」
（小野町）
連絡先：0247-61-5057
開所日：月～金曜日
・日中一時支援から多機能型事
業所になり、サービス内容が
変わりました。

昨年５月に開所しました 昨年１０月に開所しました

放課後等デイサービス「ぴーす」（本宮市）
連絡先：0243-24-6690
開所日：月～金曜日（土曜対応可。要相談）

名前が変わりました

児童福祉施設「たむら地方児童発達支援センター」（田村市）
連絡先：0247-73-8056
・「のびっこらんど船引」から名称が変わり、サービス
内容も増えました。


